甲１０号証　音声翻訳書
（音声該当部分をCDに抜粋）

■ 証拠の説明
平成15年度東林間自治会（会長）木俣壽保氏と（総務部長）久保田啓二氏らが、会規約を無視して、無効な委任状を独断・強権的に操作をして、議決をひっくりかえした「非民主的・独裁的運営」の実況録音ＣＤ、とその文章化翻訳記録。（２００３年４月２９日、平成１５年度東林間自治会総会（於 相模原市立東林間児童館）を某区長が倍速携帯テープレコーダーで録音したものを音楽CD音声化＝cda変換、変換作成者：大木正美／平成19年５月27日）
１．（19秒）

永年幹部らは長期に自治会運営に関わり当然ながら規約を熟知している。
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２．（18秒）

３．(1分17秒)　1億円規模の補助金をあてにした大規模自治会館建設是非の議決場面。この議決の結果は明らかであり、議長は議決の結果を明言している。被控訴人らがあらかじめ企んだ委任状の扱いについても、きっぱりと規約を遵守した。

しかし会長ら独裁幹部らは、代議員が毎年入れ替わり初体験1年交代で規約に無知なことをいいことに、まったく規約に違反した勝手ルールの捏造で、すべて自分達があらかじめ用意した結論に議決をひっくり返して結論づけた。多数の疑問の声があがった不正運営の状況がありあり録音されている。（この議事の内容は、一般会員にはまったく広報されていない。そればかりか捏造の広報が配布された。）


４．（1分13秒）　この結論を久保田がさえぎり議長権限を越権して一言で覆した。議長もその威力に従った。議長の「賛成ということになるのですか？会長？」の発言に従者関係が明白。

５．（1分21秒） 永年自治会幹部らがいかに独裁力で議事を支配する力を持っているか如実に示している。

議題の最終結論についての発言でも、総務会長自ら「本来議長さんがお話しすべき事柄ながら私が･･」と、言葉の低さとは裏腹に、権能のないことを承知で自らが独断議事の結論を決定する独裁力を発揮している明白な状況。

６．（３９秒）木俣会長は、規約上（第19条２）、会長が自らが議決に関する委任を受ける権能がないのを承知しながら自分の議決の数として入れるよう示唆。

７．(２分)　議長が規約ルールより会長ら永年幹部らの独裁意向に従わざるを得ない関係が明白。会場の参加者に議事運営の疑問の声が多数上がっている。

■委任状サンプル（写し）：そもそもが印刷委任状に規約を無視した「議決権の委任」あてを会長名に刷り込んでおり、それに誰も逆らえない、その個人の独裁権力・威力がいかに強大であるかを明白に示している。（一般会員にまったくの不通知）

木俣：　 規約を見ていただければ全部わかります。


東林間の総会というのは代議員制で、役員と、そして新旧区長さんが


年いっぺん通常の総会をやる規約になっております。








久保田：　これは第14条に総会の構成というのがございます。で、その中に明確に書いてございまして、それから総会の決議は、過半数、代議員の出席した過半数をもって決すということが第19条に書いてございます。








議長：　 ということであのー挙手で採決を行いたいと思います。ではこのコミュニティ会館建設に賛成かどうか、それを挙手で計りたいと思います。


では賛成のかた、挙手をお願い致します。


(挙手集計）


議長：　　すいません、反対のかた挙手をお願い致します。





（挙手集計）





議長：採決の結果、賛成が32、反対が39、一応否決ということになりました。





役員質問者：議長！質問があります。委任状はどういう扱いをされておりますか？





議長：あのーこれは、あのー出席した代議員の過半数の賛成をもって採決という表示がありますから、あのー委任状はその成立要件だけで採決には関係ございません。





役員質問者：そうしますと、委任状は意味ないってことですね？





議長：いや、委任状はこの会議が成立するかどうかの一番重要なことで・・・





会場質問者：それには委任状と言うのものは「どなたに委任します」というものではないですか








（挙手集計）


議長：　　採決の結果、賛成が32、反対が39、一応否決ということになりました。


質問者：　議長！質問があります。委任状はどういう扱いをされておりますか？


議長：　　あのーこれは、あのー出席した代議員の過半数の賛成をもって採決という


表示がありますから、あのー委任状はその成立要件だけで採決には関係


ございません。


質問者： そうしますと、委任状は意味ないってことですね？


議長：　　いや、委任状はこの会議が成立するかどうかの一番重要なことで・・・








質問者：　それには委任状と言うのものは「どなたに委任します」というものではないですか？


久保田：　ただいまの議長の説明に対して若干の疑義がございますのでご説明申し上げます。委任状については「私こと都合により総会に出席できませんので、自治会法人東林間自治会長に委任いたいます」とこうなってございますので、その数字が３８票ございます。この件につきまして東林間自治会長の判断に委ねたいと思います。





議長：　　そうしますと、自治会長の判断に任せるということになりますと、あのー


　委任状は３８通出ているんです。それでそれを全部自治会長の判断に任せるということになりますと、賛成と言うことになるんですか？会長？


（会場疑義の声多数）





久保田：　どうもあの、本来議長さんがお話すべき事柄でございますが、あのー申し訳ございません。私がかわって今の議事の結論を申し上げますと、え賛成が32、プラス委任状で70。それから反対が38。このような内容で、この6号議案は可決致しました。賛成ということになりました。ただし、これだけの大変な大きな問題を38の反対というご意見もあのー重く会長は受け止めて、顧問団、それから相談役、そういった方々にこれからきちんとご説明を致します。とこのようなことであったと思います。それからさらに、本日の議題は、これは再度申し上げておりますように、代議員制で皆様がたの意見を伺ったことでございまして、それからその38通の反対意見に対してさらに議論を尽くすというような文書はこれから出しますということを申しておりますので、そのようなことでご理解いただければと思います。


以上でございます。











木俣：　では、あー38通の私への委任状をいま改めて議長の手元に提出しますんで、これを足してそして判定してください。お願い致します。





議長:　いちおうここでは反対という結論が出たので・・・


（会場ヤジ：）　違うでしょ！反対じゃないでしょ・・


議長:　あのーこの総会委任状を含めての賛成というかたちをとってよろしいってことですね？それで今いったようなかたちで今後はすすめるということで？


あのー先ほどの賛成32票にここの38票を加えると、全部で70票ですか？


それで反対が38票なんです。


それですすめてよろしいでしょうか？


それで今後の進め方としては、今会長が言われたようなかたちで進めていきたいと思います。それでよろしいですね？


質問者：すみません、もう少しはっきり結論を言ってください。よくわかりません、


おっしゃってることが。


議長：　あのですね。先ほどここで挙手で採決とりましたら、３２対３８で反対が多かったわけです。それにここにある委任状、あの会長に全権委任するという委任状が３８通あります。これを賛成とみなして、あのー加算すると、あのー、ちょうど７０票対、あの３８票になって賛成ということになるんです。ですから賛成ということであのー先ほど会長が言われたようにあのー手続きを進めて行きたいと思うのです。





それでよろしいでしょうか？





議長：　じゃそのような結論にさせていただきます。


質問者：どのような結論ですか？よくわかんない・・ですこれ・・





（会場、騒然混沌）
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